
２０２１年 ３月 7日 礼拝プログラム 
---------------------------------------------------------------- 

司会・祈祷 ： 深谷浩昭兄  （奏楽：米田香姉） 

 

賛    美  ： 新聖歌１９０番「静けき祈りの」 強くあれ雄々しくあれ／神のひとり子 

使徒信条  ：  

聖書箇所  ： テサロニケ人への第一の手紙５章１６～２５節 （新約聖書P.323）  

朗読：持田樹理姉 

誕生祝福  ： 

特別音楽  ： ソン・ソルナム（フルート） ～約束・ドラマ「イサン」より -PV- 

  

 

メッセージ  ： 私たちのために祈ってください （後編） 

 

 

賛美と献金 ：  感謝しつつ主の門に      献金係：岡前富美代姉・神林玲菜姉 

頌    栄 ：  わがたまいざたたえよ（ハレルヤ） 

祝   祷  ：  
 

---------------------------------------------------------------- 

 

【瀬戸ニュース】 
 

今日も礼拝を守ることができて感謝です。緊急事態宣言は解除されましたが、 

細心の注意と感染予防をしながら、礼拝にご出席ください。マスク着用・消毒など 

もお忘れなく。礼拝後の掃除と除菌のお手伝いを感謝します。今日は役員会あり。 

 

◇ 今週木曜10時半～祈祷会！「祈りの小径」パンフレットもお用い下さい。 

◇ 瀬戸ライフアートスタジオは、火曜：10時～モンテッソーリ教室 

              水曜：10時半～ウクレレ教室 17時～キッズ英語教室 

◇ ３月のリーディング・プランは新約聖書のヨハネによる福音書です！ 

 

◇ 皆さまの近況アナウンス： 

・受験生たち・就職活動中の者たちが守られますように！  

・病の中でたたかっている皆様に、医療従事者の方のために主の平安と癒しを祈ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Seto Life Art Studio ライフアートスタジオ発//慰めと励ましの牧師コラム 

 

誕生祝福式 

倉知契 牧師 

音が聴こえてくる絵画と声が聞こえてくる聖書 

どちらも神様の美しいアートが隠されています！ 
 

  

  今日の週報の表紙は、ジャン＝フランソワ・ミレー作 『晩鐘』 です。農民画家と

呼ばれたミレー４５歳の作品。絵の舞台は、彼が生活した、パリから南に５０キロのバ

ルビゾンという小さな農村。夕暮れ時、教会の鐘が鳴り響くと、１日の労働を終えた

夫婦が祈りを捧げます。遠くには教会が見えます。背景は緑豊かな麦畑、それに反

し、前景は痩せた土地で、収穫はじゃがいものみ。貧しい農民夫婦ですが、敬虔に

祈る姿に、生きることの美しさを感じます。 

 ミレーは、１８１４年、フランス北部ノルマンディー地方で、農家の長男として生まれ

ました。厳格なカトリック信者である祖母に可愛がられ、彼女の強い信仰心に影響

を受けます。絵を学ぶことを許されたミレーは、２１歳でパリに向かいます。しかし、大

都会になじめず、ひたすらルーブル美術館に通い、名画を見て過ごしました。そして

『蓑をふるう人』という作品を描きます。この作品で、働く農民を描く画家となり、『種

まく人』『落穂ひろい』、そして『晩鐘』などの代表作を描きました。 
  

 何と言っても驚きはこの絵のタイトルが「農家の夫婦」でも「祈り」でもなく『晩鐘』で

あること。絵画には音は描けませんが、不思議なことに「教会の鐘の音」が聞こえてく

る感覚がします。ある専門家は、これは、遠くのものは青、近くのものは赤という遠近

法のゆえに、大地の広がりを感じさせ、遠くにある教会の晩鐘が画面全体に広がり、

そして観ている人にまで届いているのでは、と解説しています。 
  

 私はライフ・アート・メディテーション（新しい聖書の味わい方）を通して、挿絵もなく、文

字ばかりの分厚い聖書から、神様の声が聞こえてくる経験をしています。ときに力強

く、ときに囁くように、いま生きておられる神様は、私たちの心に語り掛けておられるの

は、まぎれもない事実です。 
 

 さて、私たちは今週、東日本大震災（３・１１）から１０年目を迎えます。あの災害

で愛する人・家族を失われた方、いまも行方不明の方、関連死の方もいらっしゃいま

す。いまも仮設住宅で暮らす方、トラウマや放射能汚染の恐れの中で生きておられ

る方にも、主の慰めと憐みとお助けがあることを祈らずにいられません。 

人が生かされて、いのち守られているのは本当に不思議な神の御業です。仕事や

子育て、生活の様々な現実に追われる私たちですが、この「晩鐘」のように、毎日こ

うべを垂れ、祈りをささげ、神様の御心に従う者でありたいと思わされます。 
 

牧師 倉知契  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜礼拝 2021 
 

 

瀬戸カルバリーチャペル 

Seto Life Art Studio 
 

３月 ７日（日） １１～１２時 

 

駐車場についての大切なお願い 
 

みずの坂クリニック様の駐車場をご厚意で私達の教会は使用させて頂いておりま

すが、基本的に第一駐車場は使用禁止です。特別な集会の時にのみ、お借りし

ています。通常の日曜日は第二・第三駐車場をご利用下さい。しかし常に第一・

第三駐車場の屋根の下は駐車禁止です。徹底をお願い致します。 

 

 

ジャン＝フランソワ・ミレー（1814-1875） 

晩鐘 
1859 年／油彩画／オルセー美術館（パリ）所蔵 

 

ミレー自身の解説。「かつて私の祖母が畑仕事をしている時、鐘の

音を聞くと、いつもどのようにしていたかを思い出しながら描い

た作品です。祖母は必ず私たちの仕事の手を止めさせて、敬虔な

仕草で、帽子を手に、「憐れむべき死者たちのために」（主の御使い・

アンジェラス・ドミニで始まる祈り）と唱えさせました。 
 

２０２１年 
12 ケ月で 66巻の聖書の 12巻を読もう～ 
 
１月  詩篇 
２月  テサロニケ人への手紙１・２ 
３月  ヨハネによる福音書 
４月  ヨハネの手紙１・２・３ 
５月  使徒行伝 
６月  ヨナ書 

mailto:keikura@gmail.com

